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第９　その他の取組

「サードハンドスモーク
への対応」

日本たばこ産業
（株）北海道支社

大島部長

　科学的・合理的な根拠が示されていない“サードハ
ンドスモーク”について、「健康への悪影響があると
の誤解を招く恐れ」が依然として払しょくできないため
前回部会で述べた通り素案内「新しい概念であり、研
究はまだ少なく、健康影響もまだ明らかになっていな
い」という見解部分については、事実に即した正しい
記載だと考える。
　しかし、正しい記載をした素案に対するパブリックコ
メントでは、「たばこを吸った後、15分間はエレベー
ターに乗らないようにすべき」と言った根拠がない意
見があり、適切な情報を周知する難しさが露呈したと
ともに、改めて「健康への悪影響があるとの誤解を招
く恐れ」があると懸念する。誤解を招いた結果として、
市民間での不要な軋轢の発生や適切な分煙環境整
備の遅滞などの社会的な混乱を招来しかねないば
かりか、たばこを吸われる方の差別にも繋がりかね
ず、社会的影響は極めて大きいものと危惧する。
　従って、サードハンドスモークについては文言を削
除すべきだと考える。

　それでも万一、情報発信をしていく場合には、誤解
を招く恐れがあることを踏まえ、発信内容および方法
は慎重に審議すべきと考える。エビデンスが確立さ
れていない現時点においては、「新しい概念であり、
研究はまだ少なく、健康影響もまだ明らかになってい
ない。この概念については、エビデンスに基づいた周
知をしていく」として、事実に限った情報周知に留め
るべきである。
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　専門部会の意見を踏まえ、サードハンドスモークという新
しい概念があること、最近注目されているが健康影響の有
無について、まだ明らかにされていないという情報を発信
すること自体は中立的な立場であり問題ないと考えること
から、記載を削除するのではなく、誤解を与えないような
表現で、エビデンスに基づく事実に限った情報を発信して
いくという形で進める。

無

別紙


